




「 １ ％ の 力 」
　『１％は誰かのために生きなさい。小さいけれど、と
てつもない力』長野県の諏訪中央病院名誉院長・鎌田
實先生の著書の一節です。見るからに優しそうなお髭
の先生で、以前から尊敬している方です。私はというと、
農作業と雑用に追われ、ダラダラとした毎日を送って
います。
　退職して、早８年。もう少し余裕のある生活をした
いなと思いながらも、いつも何かに追われている。人
生のゴールは、目前だというのに…
　さあ、ここでもう一度本を読み返して『１％の力』
で生き方を見直してみよう。　　　　　　　〈杉本永恵〉

「平和憲法を守り、主権を国民の手に」
　戦争法案以来、安倍政権が憲法改悪へひた走る中、
又しても沖縄で米軍関係者による女性殺人事件が起き
た。これは沖縄が返還されて50年経っても、基地や
住民の問題は、何ら変わらずそのまま放置されている
事の証明とも言える。
　憲法は、基本的に基地や地位協定を認めてはいない。
平和憲法を守り、主権を国民の手に、この一点で野党
が結集し参院選で勝利し、総選挙で打倒自民党、これ
しかあるまい！　　　　　　　　　　　　 〈松岡勝喜〉

「　下　足　番　」
　孫２人の足元の面倒をずーっと見ている。靴は最低
３足用意し、サイズや傷みをチェックし、週１回は洗っ
て干す。別に宣言した訳ではないが、何とはなしに私
がすることになった。
　最近は傷みが早く、あっという間に買い替えが必要に
なるが、一面では靴を介して２人の成長を見ることが
でき、喜びを感じる。
　洗った靴を履くときの「じいちゃんありがとう」の
声を聞くのが嬉しくて今日もまた「じいちゃん」は下
足番をするのです。　　　　　　　　　　　〈松本増男〉




	★通信No.70-01
	★通信No.70-02
	★通信No.70-04

